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目的
　　物体に加える力と、物体に生じる加速度が比例することを確認する。

原理
　物体に力を加えると、物体には加速度が生じる。このとき、物体に加えた力の大きさF [N]と加速度a [m/s2]には次に関係が成り立つ。
F = ma　　　　　　　　　　　　         (1)
ここで、m [kg]は物体の質量を表す。この物体の運動が等加速度直線運動のとき、物体の速度v [m/s]と時間t [s]の関係には、
                       (2)
が成り立つ。従って、物体の速度に対する時間の関係の傾きが加速度aとなり、この加速度と物体に加えた力Fは比例関係となる。

実験方法
A. 実験装置
電子天秤　（？？、？？）　分解能0.01 g
モーションセンサ （株式会社ナリカ、GDX-MD）　時間分解能33 ms
定力装置　（株式会社ヤガミ、PUN）　引っ張り力　0.44 N
力学滑走台（島津理化、GB-200N）

B. 実験方法
・滑走体におもりを載せ、全体の質量mを測定した。
・図1のように、定力装置のワイヤーを滑走体に取り付け、定力装置から距離Lの位置に置いた。
・滑走体を一定の大きさの力Fで引いて運動させた。
・距離センサーが測定する位置と時間の関係から、速さvと滑走体が動き出してからの時間tの関係のグラフを作成し、その関係を検討した。
・質量と加速度の関係のグラフを作成し、その関係を検討した。
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図1．　実験装置の配置図

結果


作成したグラフを張り付けるスペース


グラフを複数作成した際には、
グラフのスペースを増やしなさい
（蛍光黄色の文は削除する）


図2. 等加速度運動する滑走体の速さと時間の関係



グラフの特徴		？？グラフの形状を説明する？？

エクセルグラフの傾き　			？？求めた結果を記入？？ m/s2
エクセルグラフから求めた加速度aex　	？？求めた結果を記入？？ m/s2
滑走体を引く力 F	 		？？求めた結果を記入？？ N
滑走体の質量 m	 		？？求めた結果を記入？？ kg

F = maで求めた加速度ath　		？？求めた結果を記入？？ m/s2

加速度のずれ				？？求めた結果を記入？？ %



作成したグラフを張り付けるスペース


グラフを複数作成した際には、
グラフのスペースを増やしなさい
（蛍光黄色の文は削除する）


図3. 等加速度運動する加速度と質量の関係



グラフの特徴		？？グラフの形状を説明する？？



考察
・滑走体の速さと時間の関係　
実験前の予想
？？原理の式などから予想した実験結果？？

結果が予想と一致した点
？？実験結果で予想と一致した点を挙げる？？

結果が予想と一致しなかった点
？？実験結果で予想と一致しなかった点を挙げる。その理由を考える？？

・加速度と質量の関係
実験前の予想
？？原理の式などから予想した実験結果？？

結果が予想と一致した点
？？実験結果で予想と一致した点を挙げる？？

結果が予想と一致しなかった点
？？実験結果で予想と一致しなかった点を挙げる。その理由を考える？？


5

image1.JPG
F—HlLa—4

B — U




